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2007 年の証書発行 

ORC Club 証書の発行は世界総計でおよそ前年度と同じであり、スペイン、オランダ、

ラトビア、ロシア、韓国で増加、一方、IMS においてはフランス、スエーデン、スペイ

ンで減少、プロフェッショナル艇の GP26、GP33、GP42 に移行する傾向が見られた。  
 
2008 年 ORC 証書  

ORC Club 証書の体裁を一新した。2007 年証書から 9 アイテムを追加、3 アイテムを

削除、5 アイテムを変更した。図によるボートの表示を強化した。特にスコアリングの

ための表示を強化した。  
ORC-I（旧 IMS）証書に関しても全面的に表記を改定した（添付） 

 
VPP 変更 全般 

Centre of Effort Height (CEH) ならびにマストの Effective Height の評価を変更する事、

ならびにフラショナルリグのツイスト効果をより評価する事とした。 
ヒールによるセールの推進力の低下の評価を変更した。結果として 

 
1. 12 ノットのウインドスピードにおける平均速度を 2.5 パーセント高く価するとし

た。 
2. ライティングモーメントの増加はハンディキャップ上の数値を下げる（レーティン

グ上、速くなる）が、新しい評価では、例えばＲＭの 20 パーセント増加するとウイ

ンドスピード 12 ノットの Up-wind でマイル 1-4 秒、2007 年度より有利（Stiffer Boat
ほど有利）になる。(恣意的にスタビリティーを下げて有利なレーティングを得られ

ると言う細工は今後考えにくい） 
 
Code 0 セール :  

2007 年に行われた 165％LPG と Midgirth が 58%、63% の Code0 Sail に関するタンク

テストの結果を反映して、2008 年から Code0 Sail を計算上考慮される。但し、Midgirth
の小さい Code0 Sail を Low Wind Angle に使用することをさけるため、Midgirth の最小

値は foot の 65％とする。 
Code 0 Sail は、Asymmetric Spinnaker として Sail Inventory に記録され、センターライ

ン上の最前部、J もしくは SPL もしくは TPS にタックをとらねばならない。（Code 0 Sail
のウインド トンネル試験は世界で始めてであり、ORC-I が始めて数値化することに成

功した。） 
 
計測 ルールの変更  

Jibs：  
JIB AREA = 0.1125*JL*(1.445*LPG+2*JGL+2*JGM+1.5*JGU+JGT+JH/2)  

Jib の VPP 計算上の Center of Efffort を変更、Sail Stamp に記載する面積の計算を簡単

にした。 



Rule 811.2 b) を改正、RRS 50.4 との違いを明確にする記述を追加、Genoa に置ける

最大許容 Roach（１％）を明文化。  
 
メインセール  

Rule 826.1 の Main Sail に許容最大面積の概念を導入。よっての Rule 826.1 の文章を変

更、計算は計測上の Default 面積を表示、ＶＰＰ計算上においては最大面積を持つセー

ルを使用して計算。 
 
Asymmetric スピネーカー  
¸ 計算式の変更 2007 年 ASL = 0.6×SLU+0.4×SLE を変更：ASL = (SLU+SLE)/2  
¸ Asymmetric Spinnaker の定義 5% difference between luff and leech（816.2 a）を削除

し、Symmetric 定義以外を全て Asymmetric とする。 
¸ Asymmetric Spinnaker において AMG ≧ 0.65 ASF を許容.  

AMG が 0.65～0.75 ASF となる Asymmetric Spinnaker は、“Code Zero”とする。VPP
による計算においては特別扱いとする。 

¸ Asymmetric Spinnaker の Default 面積の計算では Default ASF,AMG,ASF 値を使

用する。ここで、Default ASF は 1.6 TPS、1.8 SPL、1.8 J のいずれかの最大値であり、

Default AMG は 0.75 ASF とする。 
 

その他の公認された変更 
¸ Sail Stamps は、計算上の面積を記載に含める事とし、例外として Mainsail Area に関

してはリグのＰならびにＥから計算し、セールから計算していない場合には 

Stamp に記載しない。 
¸ ST4 計測値を証書に記載する。 
¸ Mast Jack Pumps は、レース中、使用してはならない。 
¸ レーティング証書の体裁を変更、2007 年から導入された Sails  Inventory を

証書上に記載する。 
¸ Crew Weight の上下限を削除し、新たにダブルハンドレースのための ToD、ToT を

追加、ダブルハンドでの Crew Weight の Default limit を 170kg とする。 
 
GP26、GP33、GP42 
GP42 レースは、2008 年 6 レースが計画されている。 
GP26 レースは、南アメリカ、アルジェンチン、チリー、ウルグアイ、で計画されてい

る。 
GP33 レースは、スエーデンで計画され、日本のオーナーによる製造がアメリカで進ん

でいる。 
 
2008 World Championship  
  Hellenic Ocean Racing Club が 2008 年ＩＭＳワールドを 2008 年 6 月 20－28 日にギリ

シャで開催、すでにＮＯＲの公示を発行。 
 
電子計測器の導入 

計測の正確性と時間短縮のため、電子傾斜測定とレーザーによるハル測定を推進、正

式の計測として承認する。 
 
ORC Publications：2008 年変更に伴うルールブックの発行は 2 月末を予定。 


